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　小単元の導入では，岡山県の地図から周囲の県との位置関係をとらえ，岡山県の市を示した地図から市の名前や位置をとらえさせた後，学習問題について追究をスタートする。

　まず地形のようすから，土地の高低ともに，山地・高原・盆地・平野・海・川などといった地形の特色をとらえる。

　土地利用の様子から，工場の多いところ・市街地・田・畑・果樹園・森林などの利用の分類や，平野と市街地・工場・田，高原と畑・果樹園，山地と森林など，地形との関連をとらえる。

　交通の広がりのようすから，高速道路・国道・鉄道・空港・港等の交通の種類や，鉄道・高速道路等の人口との関連，交通が物の行き来（物流）に重要で，その広がりは県外へとつながっていることをとらえる。

　産業のようすから，産業の分類や地域の傾向，地形・土地利用・交通と関連をとらえる。

　最後に特色を地形・土地利用・交通・産業からまとめ，県内の地域の特色や他の都道府県のようすへと，関心を高める構成にしている。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	前　期
	１　学　期
	４　月
	大単元の導入　①
	・日本の都道府県と自分たちが住んでいる県（都・道・府）に関心をもち，自分たちの住んでいる県（都・道・府）の特色について調べていこうとする意欲をもつことができる。
	【主体的】　日本の都道府県名について話し合うことにより，自分たちの住んでいる県（都・道・府）に関心をもち，その特色を調べようとしている。


・岡山県の地図を見ながら，県や市について関心をもち，県のようすにかかわる学習問題をつくり，学習計画を立てることができる。

	
	【主体的】　岡山県の地図を調べることにより，県や市について関心をもち，学習問題をつくり，学習計画を立てている。




・鳥瞰図や地勢図をもとに，自分たちが住んでいる県（都，道，府）の地形のようすを調べて，その特色を考えることができる。

	
	【思・判・表】　地形の高低を県の北部・中央部・南部という視点で比較し，その特色を考え，適切に表現している。



	
	
	
	土地利用のようす　①
	・土地利用図と写真をもとに，自分たちが住んでいる県（都・道・府）の土地利用のようすを調べ，その特色を考えることができる。
	【思・判・表】　土地利用のようすと地形とを関連づけて，山地・高原・平野という視点で土地利用の特色を考え，適切に表現している。

	
	
	
	交通の広がり　①
	・県（都・道・府）の道路や鉄道などの交通のようすと主な都市の位置について調べ，県内の交通と主な都市の位置について関わりを考えることができる。
	【思・判・表】　県内の交通のようすと人口の分布とを関連づけて，交通の広がりの特色について考え，適切に表現している。



	
	
	
	岡山県の特産物や産業　①
	・県（都・道・府）の主な特産物や産業のようすについて，パンフレットやインターネットなどの資料をもとに調べ，県全体に見られる主な産業の概要や分布の特色を理解することができる。
	【知・技】　県（都・道・府）全体に見られる主な産業の概要や分布を理解している。
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　知識・技能に関する目標‥‥自分たちの県について，隣接する県や県全体の地形や土地利用，主な都市の位置，交通網，主な産業の分布などをもとに，県のようすについて理解できるようにするとともに，地図帳や各種の資料で調べ，まとめる技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥自分たちの県の位置，県全体の地形や土地利用，主な都市の位置，交通網，主な産業の分布などに着目し，県のようすをとらえ，県の概要や特色を考える力や，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥自分たちの県について，どのようなところか調べるという学習問題の解決に向けて意欲的に追究するとともに，これまでの学習をふり返り，学習したことを確かめることができるようにする。
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【主体的】　これまでの学習をふり返りながら，岡山県の特色について，「ＰＲ紙」として表現している。
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　本小単元では，ごみの処理とその活用について学習する。単元の導入では，子どもたちの学校や家庭のごみの出し方や昔と今のごみの処理の違いについて話し合う。いろいろな種類，大量のごみが出されていることに気づいた後，学習問題について追究する。

　ごみステーションの見学や聞き取り調査・各種資料から，分別され集められたごみは，ごみの種類によって処理される施設が異なることに気づき，どこへ運ばれ，どのように処理されているのかに疑問をもつ。

　大分県大分市を事例地に，二つのごみ処理施設を見

学・調査し，処理の仕組みや，人や機械が安全や環境を大切にしながら，資源やエネルギーを再利用していることをとらえる。また，うめ立て場の働きや問題点を話し合うことで，ごみの処理には将来的な課題があることに気づくとともに，「さらに考えたい問題」について追究する。

　一人ひとりがごみを減らす意識をもつことの必要性にも気づかせ。単元の終末では，これまでの学習や自分たちの生活をふり返り，自分たちにできることを考え，話し合う構成になっている。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	前　期
	１　学　期
	５　月
	大単元の導入　①
	・わたしたちの生活の中で，水や電気の確保やごみの処理等が，健康な日々を送るために関わりがあることに気づき，人々の健康なくらしを支える仕事を学習していこうとする意欲をもつことができる。
	【主体的】　自分たちの健康なくらしや生活環境を守るごみ処理，水や電気の確保について関心をもち，人々の健康なくらしを支える仕事について，意欲的に調べようとしている。

	
	
	
	ごみの出し方　①
	・学校や家庭から出るごみについて調べ，ごみの出し方などを話し合うことにより，ごみ処理に対する関心を高めることができる。
	【主体的】　自分たちのくらしから出るごみについて関心をもち，意欲的に調べたり，話し合ったりしている。

	
	
	
	大分市のごみ　①
	・家庭から出るごみについて話し合うことにより，ごみの処理について，学習問題をつくり，学習計画を立てることができる。
	【主体的】　昔と今のごに処理の違いや，家庭から大量のごみが出されていることから，ごみの処理について，学習門だをつくり，学習計画を立てようとしている。

	
	
	
	ごみステーションを調べる　②
	・ごみステーションのようすを調べたり，ごみ収集をしている人などから話を聞いたりすることで，ごみの収集方法や，そこに携わる人々の苦労や工夫について理解することができる。
	【知・技】　ごみ収集車のごみ収集のようすの観察や仕事に携わる人の話から，収集する人の苦労や工夫について理解している。

	
	
	
	ごみのゆくえ　②
	・集められたごみがどのように処理されるのか，清掃工場の人の話をもとに調べ，協力してごみの処理を行っていることに気づき，表現することができる。
	【思・判・表】　図やグラフ，係の人の話から，ごみ処理の工夫を考え，自分の言葉で表現している。

	
	
	６　月
	清掃工場の見学　②
	・清掃工場で行われている作業を調べることを通して，燃えるごみが適正に処理されていることや，清掃工場で働く人の工夫や努力を理解することができる。
	【知・技】　燃えるごみが適正に処理されていることについて，清掃工場で働く人の工夫や努力を理解し，まとめている。
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　知識・技能に関する目標‥‥ごみを処理する事業は，衛生的な処理や資源の有効活用ができるよう協力して進められていることや，地域の人々の健康な生活環境の維持と向上に役立っていることを理解できるようにするとともに，見学・調査したり，地図や各種資料で調べたりして，まとめる技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥ごみの処理の仕組みや再利用，県内外のごみの処理に携わる人々の苦労や工夫・協に力に着目して，ごみの処理のための事業の様子をとらえ，その事業が果たす役割について，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥ごみを処理する事業などについて，学習問題などの解決に向けて意欲的に追究する等とともに，これまでの学習をふり返り，地域社会の一員としての意識をもち，ごみの適切な処理や再利用に協力しようとする態度を育てるようにする。
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	前　期
	１　学　期
	６　月
	もえないごみのゆくえ　①
	・リサイクルプラザで行われている作業を調べることを通して，処理には様々な工夫があることや，わかったことや考えたことを話し合い，自分のごみの処理の仕方について自分の考えを表現することができる。
	【思・判・表】　二つのごみ処理施設からわかったことや考えたことを，適切に表現している。

	
	
	
	もやしたあとのごみのゆくえ　①
	・うめ立て場の働きや問題点を調べることを通して，ごみの処理について考え，話し合うことができる。
	【思・判・表】　うめ立て場の働きや問題点調べ，わかったことや考えたことを，適切に表現している。

	
	
	
	うまれかわる灰　①
	・大分県の取り組みを調べることを通して，ごみを減らす工夫やうめ立て場を長く使う工夫，県や市，地域が協力していることを理解することができる。
	【知・技】　県が行っているごみの減量やうめ立て場の延命の取り組み，県や市，地域が協力していることを理解し，まとめている。

	
	
	
	ごみをへらすために　②
	・ごみ袋の有料化を手がかりに，ごみの処理には多くの費用が必要であることを知るとともに，これまでの学習をふり返り，自分にもできるごみを減らす取り組みを考えたり，選択・判断したりすることができる。
	【主体的】　これまでの学習をふり返り、自分にもできるごみを減らす取り組みを考えている。
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　本小単元の導入では，蛇口調べなどの活動を通して，毎日の生活の中で大量の水を使い，料金を支払っていることに気づいた後，学習問題について追究する。絵地図などの資料を活用し，蛇口から出る水（日常生活で使われている水）は，琵琶湖からダムや浄水場などの施設を経由して送られてくることを捉える。資料の読み取りの中から，浄水場ではどのようにして淀川の水をきれいにしているのか，安全・安心な水をどのような仕組みでつくっているのか，さらにどのようにして家や学校に確実に送っているのか等に疑問をもち，浄水場の見学を通して追究する。

　その後，これまでの学習をふり返り，水について調べてきたことをもとに，自分の考えを発表し，話し合うとともに「さらに考えたい問題」について追究する。

　かけがえのない水を大切に使うために，水と森林との関係について調べたり，自分にできることを考えたりしながら追究していく。最後に，限られた水の大切さを全校生徒に訴えるために，自分の思いや考えを標語にまとめて発信していく構成にしている。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	前　期
	１　学　期
	６　月
	くらしに欠かせない水　①
	・家庭や学校生活の中で，大量に水を使用していることから，くらしに欠かせない身近な水道に関心をもつことができる。
	【主体的】　家庭や学校生活での水の使い方を調べ，くらしに欠かせない水を大量に使用していることから，身近な水道に関心をもつことができる。

	
	
	
	大阪府に住む人々が使う水　①
	・大阪府の給水量について話し合うことにより，わたしたちが使う水がどこからくるのかについて，学習問題をつくり，学習計画を立てることができる。
	【主体的】　大阪府に住む人々が使う水の量の変化や上水道ができたことを喜ぶ人たちのようすから，水道について，学習問題をつくり，学習計画を立てようとしている。

	
	
	
	使う水はどこから　①
	・家庭や学校で使われている水は，水源からダムや浄水場，配水池などの施設を経由して送られてくることを，絵地図や写真から読み取ることができる。
	【主体的】　家庭や学校で使われている水は浄水場から届けられていることを絵地図や写真から読み取り，浄水場の働きについて，見学への意欲を高めている。

	
	
	
	水道水をつくるじょう水場の見学　②
	・浄水場では，人々が飲料水を安心して，必要な量をいつでも使えるように高度な技術を活用した仕組みがつくられていることや，働いている人の願い・工夫についても理解することができる。
	【知・技】　安心して使える水をつくる浄水場の仕組みや，そこで働く人々の願いや工夫について理解している。

	
	
	７　月
	安全・安心な水をつくって送る　①
	・浄水場で働く人々は，安全・安心な飲料水を，関係機関と連携しながら確実に家庭や学校へ送るために様々な工夫や努力をしていることについて理解することができる。
	【知・技】　安全・安心な飲料水を，確実に家庭や学校へ送るための浄水場で働く人々の工夫や努力を理解している。
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　知識・技能に関する目標‥‥飲料水を供給する事業は，安全で安定的に供給できるように進められていることや，地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを理解するとともに，見学・調査したり，資料を調べたりして，まとめる技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥地域に届けられる供給の仕組みや経路，県内外の人々の協力に着目して，飲料水の供給のための事業の様子を捉え，それらの果たす役割を考え，文章で記述したり，白地図や図表などにまとめたことを話し合ったりする表現力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥人々の健康や生活をささえる事業について，学習問題の解決に向けて意欲的に追究するとともに，水を大切な資源としてとらえ，節水等に向けて自分たちが協力できることなどを考えようとしている。
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	前　期
	１　学　期
	７　月
	水のみなもとを守る取り組みを調べる　②
	・水のみなもとである琵琶湖を守る取り組みを調べるとともに，これまでの学習問題をふり返り，自分の考えを話し合うことで，かけがえのない水について，考えを深めることができる。
	【主体的】　琵琶湖を守る取り組みを調べるとともに，自分の考えを話し合うことにより，かけがえのない水について考えを深めている。

	
	
	
	安全な水が使えることとは　①
	・水と森林との関係について調べ，限りある水を守るためには森林環境を守っていくことが大切であることを理解している。
	【知・技】　水を守るためには，森林環境の保全が重要であることを理解している。

	
	
	
	かぎられた水をたいせつに使うために　②
	・大阪府の給水量のうつり変わりのグラフから給水量が減ってきていることを読み取り，限られた水を大切に使うために，節水や水の再利用について，自分にできることを考えたり判断したりして，水の大切さをうったえる標語をつくることができる。
	【思・判・表】　大阪府の給水量のうつり変わりグラフから給水量が減ってきているわけを調べ，限られた水を大切に使うために自分にできることを考えたり判断したりして，標語などに表現している。
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　本小単元では，水害発生時の「対処」と発生する前の「備え」を追究する。東京都で起こる自然災害の多くが台風や豪雨による風水害である。この地域では，川の治水工事と都市化が同時進行でなされてきたといえる。近年は「地球温暖化」の影響で都市部の気温が周辺部より高くなる「ヒートアイランド現象」などの影響で集中豪雨が増えているため，さらに，内水氾濫の都市型水害が起きる危険性が高まっている。それに対して，東京都は「水害に強いまちづくり」として，下水道や川の整備など大規模な治水対策を行ってきている。追究段階では，まず「水害の原因」を学ぶ。

その上で，東京都や杉並区の「水を流す」「水をためる」「地面にしみこませる」「自然の力で防ぐ」の４つの観点で「水害を防ぐ備え」を調べる。

　次に，災害発生時に重要となる「情報」を役立てるための工夫を，国や東京都，杉並区，町会他関係諸機関について調べる。そして，防災訓練など「災害時の対処のため取り組み」を通して，災害対策について話し合ったり，自分の考えを再構築したりする活動によって，学習を深めていく。「災害に備えて自分たちができること」などを考えることで，日常的な実践力につなげていきたい。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	前　期
	２　学　期
	９
　
月
	大単元の導入　①
	・過去に起こった災害が大きな被害を与えていることから，自然災害に関心をもち，都道府県で起こった自然災害について調べていこうとする意欲をもつことができる。
	【主体的】　東京都で過去に発生した自然災害を調べ，自然災害について問いをもち，追究する意欲をもつことができている。

	
	
	
	水害のことを知る　①
	・東京都をおそった自然災害のうち，風水害の被害が多いことに気づき，災害時の対処や被害にあわれた人の話から，水害について詳しく調べようとする意欲を高めることができる。
	【主体的】　東京都をおそった自然災害のうち風水害の被害が多いことや，災害時の対処を調べ，地域の水害について詳しく調べようとする意欲を高めている。

	
	
	
	水害について調べる　②
	・学校の近くを流れる妙正寺川を見学したり，水害の様子を調べたりすることで，水害を防ぐ工夫や努力について学習問題や予想もち，学習計画を立てることができる。
	【主体的】　自分たちの学校の近くにある水害が起こったことのある妙正寺川を見学することを通して，学習問題を考え，予想し，学習計画を立てることができている。

	
	
	
	水害の原因を調べる　①
	・東京都に多数ある河川とわたしたちの生活とのつながりから水害の原因を調べることで，都市型水害について理解することができる。
	【知・技】　東京都をおそった水害のうち都市部の水害の原因は，開発が進んだことから舗装された道路や処理しきれない下水道等によるものであることを理解している。

	
	
	
	水害を防ぐしせつを調べる　②
	・水害を防ぐための施設についての資料を収集し，資料を効果的に活用して調べ，水害を防ぐには，「流す」「貯める」「浸み込ませる」などの施設が必要であることを理解することができる。
	【知・技】　水害を防ぐ「流す」「貯める」「浸み込ませる」ための施設などの資料を収集し，効果的に活用して，水害を防ぐ施設等について調べ，理解している。
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　知識・技能に関する目標‥‥東京都や杉並区の関係機関や人々は，自然災害に対し，様々な協力をして対処してきたことや，今後想定される災害に対し，様々な備えをしていることを理解できるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥過去に発生した東京都の自然災害や，関係機関の協力などに着目して，災害から人々を守る活動を捉え，その働きについて考えたことを適切に表現することができるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥東京都や杉並区の関係機関や人々が，自然災害に対し，様々な協力をして対処してきたことや，今後想定される災害に対し，様々な備えをしていることを追究しようとしている。
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	前　期
	２　学　期
	９　
　
月
	自然の力を調べる　②
	・自然の力の大きさに気付き，東京都が行っている森林の保護は，水害を防ぐ重要な役割であることを理解することができる。
	【知・技】　水害を防ぐ自然の力についての資料を収集し，効果的に活用して，水害を防ぐ森林のはたらきについて調べ，森林の保護は水害を防ぐ重要な役割であることを理解している。

	
	
	
	情報を役立てる　②
	・気象庁や東京都など地方公共団体から出される防災情報について調べ，どのように役立てていくのかについて考えることができるとともに，これまでの学習をふり返り，「さらに考えたい問題」を立てることができる。
	【思・判・表】　気象庁や東京都などの地方公共団体から出される防災情報について調べ，どのように役立てていくのかについて考えている。


	災害にそなえる取り組み　①
	・災害にそなえる取り組みを考えることができるとともに，「わたしたちにどのようなことができるか」という，「さらに考えたい問題」を立て，東京都や杉並区，地域の防災組織での災害に備える取り組みについて調べ，どのように参加していくのかについて考えることができる。
	【思・判・表】　東京都や杉並区，地域の防災組織での災害に備える取り組みについて調べ，どのように参加していくのかについて考えている。

	
	
	
	災害対さくについてもう一度考える　②
	・これまでの学習を振り返り，防災ホームページや東京防災などの資料をもとに，水害への備えについて，自分たちにできることを考えたり，選択・判断したりすることができる。
	【主体的】　災害対策基本法をもとに取り組まれている東京都の水害に関する災害対策について理解するとともに，自分たちにできることを考えている。
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　　小単元の導入では，長崎市を訪れる観光客数の移り変わりのグラフから，長崎市にはたくさんの観光客が訪れているという事実をつかむ。そして，長崎市がつくっている観光マップに載っている観光名所には，古い建物がたくさんあることを捉えさせる。

　これらのことから古い建物を見学することが観光の目的になっていることに気づかせる。さらに，古い建物の中には国宝や世界遺産があることを知らせ，もっと詳しく調べたいという意欲を高める。

　そして，国宝であり，世界遺産でもある大浦天主堂を取り上げていく。大浦天主堂は長崎市のシンボルの一つとなっており，多くの市民から大切にされていることから学習問題を設定し，探究していく。
　大浦天主堂は日本にキリスト教が伝わった歴史と深い関係があること。原子爆弾による被害を受けた大浦天主堂の修理をしたこと。国宝に指定されたり，世界遺産に登録されたりしたことなどを追究する。

　そして，大浦天主堂が，長崎市の歴史を伝えるものであるとともに，保存のために努力してきた多くの人々の思いを考えさせる構成になっている。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	後　期
	２　学　期
	10
　
月
	大単元の導入　①
	・県（都・道・府）内には，人々が受け継いできた文化財があることに関心をもち，古くから伝わる文化財の内容やいわれなどについて調べ，知己の発展やまおとまりなどへの人々の願いが込められていることを考えることができる。
	【主体的】　県（都・道・府）内には，人々が受け継いできた文化財があることに関心をもち，意欲的に調べ，地域社会に対する誇りをもっている。

	
	
	
	昔の建物をさがす　①
	・県内の主な観光地などを表した観光マップやこれに関連する写真，観光客数の推移を示したグラフなどを調べ，県内には古い建物が多く残されていることに気づき，詳しく調べてみたいという興味をもつことができる。
	【知・技】　県内には古い建造物があることに気づくとともに，観光客数の推移を示したグラフから，年間の観光客数や近年の移り変わりについて読み取っている。

	
	
	
	「長崎のシンボル」をさぐる　①
	・興味をもった古い建物について，関係する人たちから話を聞くなどして調べ，調べた建造物が都道府県を代表するシンボルの一つとして大切にされていることを知り，学習問題をつくることができる。
	【主体的】　興味をもった古い建物について，関係する人たちから話を聞くなどして調べ，学習問題を考え，予想し，学習計画を立てることができている。

	
	
	
	年表にまとめる　①
	・県内を代表する古い建造物について，県のウェブページやパンフレットなどを活用してその歴史について調べ，年表にまとめることができる。
	【思・判・表】　これまで調べてきたことや写真資料などをもとに，自分に必要な情報を選ぶとともに，年表にまとめている。


・県内を代表する古い建造物以外にも多くの建造物があることを考え，それらについて調べ，カードにまとめることができる。

【思・判・表】　パンフレットや図書資料などから必要な情報を読み取り，それぞれの建造物についてカードにまとめ，それを班で持ち寄ってすごろくをつくっている。
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　知識・技能に関する目標‥‥県（都・道・府）内に残る古い建物について，見学活動やインタビューなどを通して調べ，建物の保存に関わる人々の心情等に迫るとともに，課題があることを理解することができる。
　思考力・判断力・表現力‥‥県内に残る古い建物について，学習問題を考え，根拠のある予想を立てることができる。さらに，学習問題の解決に向けて調べたことを通して，年表やカードなどに自分なりの表現でまとめることができる。
　主体的に学習に取り組む‥‥県内に残る古い建物について，見学活動やインタビューなどに積極的に取り組み，学習問題の解決に向けて意欲的に追究するとともに，学習を的確に振り返ることができる。
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　小単元の導入は，長崎歴史文化博物館の見学に基づき，長崎くんちに焦点化していく。そして，踊り町に関わる人のインタビューをとおして，どのような思いでくんちに関わっているかという学習問題を設定する。予想は，事実認識やこれまでの生活体験からそれぞれに考えさせる。検証に際しては，くんちに関わる方々のインタビューを中心に行い，くんちの歴史や用語等の知識面だけではなく，くんちに対する思いを調べさせる。そのことから，さらに深く調べたいという思いを強めていく。

　調べ活動を展開していく中で，くんちと町の関係から，「伝統を守りたい」，「つながりを大切にしたい」という願いがあること，反面，後継者や資金の問題等，新たな課題が浮き彫りとなってくる。そして，さらに考えたい問題を設定し，これまで学習してきたことや生活経験を基盤として，解決策を模索させる。

　このように，設定した学習問題に向かって検証し，答えを導き出していくにとどまらず，新たな課題を設定し，それを追究していくという深い学びを実現する学習過程としている。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	後　期
	２　学　期
	10
月
	まちに伝わる祭り　②
	・祭りなどの年中行事を展示している博物館や資料館を見学し，学芸員の話を聞くなどして，県（都・道・府）内の祭りに関して興味・関心を高めることができる。
	【主体的】　博物館や資料館を見学し，学芸員の話を聞くなどして，県（都・道・府）内の祭りに関して興味・関心を高め，意欲的に調べようとしている。

	
	
	11
　
月
	くんちについて調べる　①
	・興味をもった祭りについてもっと知りたいという思いから，その祭りに関わる情報を集めて学習問題をつくり，予想や学習計画を立てることができる。
	【知・技】　興味をもった祭りに関する情報を集め，時期や練習の仕方，道具などについて的確に読み取り，学習問題をつくるとともに，予想や学習計画を立てている。

	
	
	
	くんちをささえる人々　①
	・祭りに関わる人たちに，どのような思いをもっているかを手紙などでたずねることを通して，祭りに参加する人たちの気持ちを理解することができる。
	【知・技】　祭りに対する気持ちや苦労などを読み取り，メモに簡潔にまとめたり，自分が調べたいことを書き足したりしている。

	
	
	
	くんちにかける思い　①
	・祭りに関わっている人たちにはどのような思いがあるのか，手紙の内容などから読み取るとともに，これまで調べてきたことと合わせて，新たな課題を見出すことができる。
	【思・判・表】　祭りに関わる人たちの思いと，これまで調べてきたことを合わせて考え，新たな課題を見出すとともに，自分なりにその課題を表現している。


【主体的】　新たな課題に対して真摯に向き合い，解説策を考えることを通して，伝統芸能に対する関心・意欲を高めている。
	




[image: image29.jpg]



　知識・技能に関する目標‥‥市や町に伝わる祭りについて，見学活動やインタビュー等を通して調べ，祭りに関わる人々の心情や，祭りを残すためには課題があること等を理解することができる。また，調べたことをノートや新聞等にまとめる技能を身につけることができる。
　思考力・判断力・表現力‥‥市や町に伝わる祭りについて，学習問題を考え，根拠のある予想を立てることができる。そして，調べ学習を通して，学習問題の答えを導き出すとともに，新たな課題を見出し，その解決策を考えることができる。また，自分が調べたり考えたりしたことを分かりやすく表現することができる。
　主体的に学習に取り組む‥‥市や町に伝わる祭りについて，見学活動やインタビュー等を意欲的に行い，積極的に学習問題をとらえようとしている。解決に向けても意欲的に追究し，学習を的確に振り返ることができる。また，新たな課題についても真剣に考えることができる。
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　本小単元は，学習指導要領・内容（４）を具体化した単元である。地域の開発・教育・医療・文化・産業などの発展に尽くした県内の先人を紹介し，その中から，那須野原の開墾に尽くした矢板武を取り上げる。

　那須野原の開墾の導入として，石ころばかりの川の下を通る水路に関心をもたせるとともに，開墾前の那須野原や人々の生活の様子を写真や伝えられた話，統計資料などをもとに捉え，学習問題をつくり，学習計画を立てさせる。

　那須疏水の諸施設を実際に見学するとともに，当時の人々の願い（飲料水の不足）への対応として，矢板などが国や県への熱心な陳情をおこない，飲料水を目的とする水路は完成するが，十分な水量がえらないことや災害による水路破壊などにより，新たな用水路工事が陳情され，国から工事費を獲得し，那須疏水の工事を完成させた。

　工事の工夫については，ずい道工事，ふせこし工事，用水路工事，それぞれにいろいろな工夫や苦心がはらわれたが，そのいくつかを追及させる。

　疏水の完成後，第二次世界大戦後，そして現代の様子を捉え，最後に，これまでの学習をもとに，学習問題についての話し合いをするといった構成である。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	後　期
	２　学　期
	11
月
	大単元導入　①
	・地域のよく知られた人について，知っていることや写真資料などをもとに話し合うことにより，地域の発展に尽くした人に関心をもち，先人の願いや努力について調べていこうとする意欲をもつことができる。
	【主体的】　地域にいまも残る歴史や文化，産業などの発展に尽くした人々のはらたきに関心をもち，調べていこうとする意欲をもっている。

	
	
	
	川の下を通る水　①
	・蛇尾川のふせこしの写真や地図をもとに，川の下を通る水について調べるとともに，施設について気づいたことや疑問に思ったことを話し合い，表現することができる。
	【思・判・表】　川の下を通る水路・ふせこしについて，気づいたことや疑問に思ったことを想像し，話し合っている。

	
	
	
	昔の那須野原と原野の開こん　①
	・昔の那須野原を想像させる写真や絵図，地図などをもとに，那須野原の土地や人々の生活の様子，那須が原の原野の開墾の様子を調べ，石ころばかりの土地の開こんと生活上の水不足を理解することができる。
	【知・技】　写真や絵図，地図などをもとに，那須野原の土地や人々の生活の様子，那須野原の開墾の様子を理解している。

	
	
	
	人々の苦労と水への強い願い　①
	・那須野原の原野を開墾し住んでいた人々が水不足で苦労したことを絵図や写真資料などで調べ，学習問題を考え，学習計画を立てることができる。
	【主体的】　自らの学習問題をもとに，調べたいことや調べ方について学習計画を立てようとしている。

	
	
	
	那須疏水のしせつを見学する　③
	・取水口や蛇尾川のふせこしなどの施設を見学し，施設周辺の土地や蛇尾川の様子を観察して，水もちのよくない那須野原の特徴を理解することができる。
	【知・技】　取水口や蛇尾川のふせこしの石組みなど，那須疎水の施設を見学するとともに，施設周辺の土地や蛇尾川の様子を観察している。
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　知識・技能に関する目標‥‥地域の発展に尽くした先人は，様々な苦心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解する。また，見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，年表などにまとめることができるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目し，地域の発展に尽くした先人の具体的な事例を捉え，先人の働きを考えるとともに，自らの意見等を表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥地域の発展に尽くした先人の働きに関心をもち，意欲的に調べ，考えながら追究したことをもとに，地域の歴史的背景について関心を深め，地域社会に対する誇りと愛情をもち，その発展を願うようにする。
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	後　期
	２　学　期
	12
　
月
	国や県へのはたらきかけ　①
	・印南と矢板が中心となり，飲み水用水路の計画と開削をし，その後，新しく水田に活用する水路の計画を国に認めさせたことを，館長の話や年表等の資料から読み取ることができる。
	【知・技】　印南と矢板の二人が中心となり，飲み水用の水路の計画と開削，そして，新しく水田に活用する水路の計画を国に認めさせたことを理解している。

	
	
	
	工事のくふう１　①
	・那須疏水の施設の工事について，苦労や工夫を予想し，ずい道工事の苦労や工夫について，想像図や地図などの資料を活用し，調べることができる。
	【知・技】　国や都道府県・市町村などが，砂防ダムや防潮堤など，自然災害の被害を減らすための防災施設を整備していることを理解している。

	
	
	
	工事のくふう２　①
	・ふせこしや用水路の工事の苦労や工夫について，断面図や想像図をもとに調べ，工事の工夫等を理解することができる。
	【知・技】　那須疏水の施設であるふせこしや用水路の工事の苦労や工夫について読み取っている。


	くらしの変化　①
	・那須疏水の流れを地形図や断面図を使って調べるとともに，疏水ができてからの人々のくらしについて絵図やグラフで確かめ，土地の様子や人々のくらしの変化を考えることができる。
	【知・技】　那須疏水の流れを地形図や断面図を使って調べるとともに，疏水ができてからの那須野原の人々のくらしの変化について理解している。

	
	
	
	最近の総合開発　②
	・那須野原全体の水問題はどのようになったかを予想し，深山ダムの建設などの国の総合開発について調べて，那須疏水の学習のまとめの話し合いをすることができる。
	【主体的】　これまで学んできた那須疏水の人々の苦労やく工夫について，学習のまとめの話し合いをしている。
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　小単元の導入では，備前焼まつりの様子や備前焼を買い求める人たちの様子から，備前焼への関心を高めたい。その後，備前焼の歴史を表した年表から，作品や流行の変遷から，備前市のまちづくりへの疑問をもつことができるようにする。

　学習問題をもった児童は，備前市で備前焼づくりがさかんな理由を追究する。具体的には，備前焼に関係する備前市の環境，備前焼作家の取り組み，地域の人々の取り組みを調べる。その際，年表などから時期や時間的な視点を，地図などから位置や空間的な視点を，まちづくりへの取り組みなどを相互関係の視点で考えられるようにする。そして，調べた備前市の人々の働きと，まちづくりとの関連を考える中で，「守る」と「生かす」という言葉にまとめていくようにする。

　最後に，学習資料「旧閑谷学校の講堂」などを話題にしながら，身の回りにある備前焼とわたしたちの生活の関係を考えさせたい。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	後　期
	３　学　期
	１　月
	大単元導入　①
	・自分たちが住んでいる県（都，道，府）の特色に関心をもち，学習の見通しをもつことができる
	【主体的】　自分たちの住んでいる県の特色に関心をもち，意欲的に調べようとしている。

	
	
	
	焼き物がさかんな備前市　①
	・備前焼まつりの様子や備前焼の歴史を表した年表を活用して調べ，備前焼が約1000年前から備前市でつくられ，一度衰退したにも関わらず再び人気を集めていることに関心をもち，焼き物づくりがさかんな備前市について，学習問題をつくり，予想や学習計画を立てることができる。
	【主体的】　備前焼の歴史について，さかんな時期に着目して考え，他の時期と比較したり関連づけたりして，学習問題を見出している。

	
	
	
	備前焼づくりのさかんな地いき　②
	・写真や地図，備前焼伝統産業館の人の話から，備前市では，自然条件を生かして備前焼をつくっていることを理解することができる。
	【知・技】　備前市伊部地区は，備前焼をつくるために適した条件がそろっていることを理解している。

	
	
	
	備前焼ができるまで　①
	・備前焼の生産工程や伊勢崎淳さんの話から，備前焼をつくる人の工夫や願いを調べ，考えたことを話し合うことを通して，備前焼をつくる人は昔から受け継いできた技術を生かして作品をつくっていることを理解することができる。
	【知・技】　備前焼をつくる人は，昔から受け継いできた技術を生かして作品をつくっていることを理解している。

	
	
	
	備前焼のすばらしさを広める　①
	・備前焼のすばらしさを広めるために，備前焼をつくる人や備前市役所の取り組みの意図を考え話し合うことを通して，備前焼のすばらしさを広めるために市全体が協力して備前焼を守り，生かす取り組みをしていることを理解することができる。
	【知・技】　備前焼のすばらしさを広めるために，備前市全体が協力して備前焼を守り，生かす取り組みをしていることを理解している。
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　知識・技能に関する目標‥‥備前市では，作家・市役所・地域の人が協力して，備前焼を守り，生かす取り組みをすることで，備前焼づくりがさかんな町づくりをしていることを理解できるようにするとともに，地図や各種資料で調べ，まとめる技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥備前市の位置や自然環境，備前焼の歴史，作家・市役所・地域の人の協力関係などに着目して，備前市の様子について捉え，備前市で備前焼づくりがさかんな理由について考える力や，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥備前市で備前焼づくりがさかんな理由について，学習問題の解決に向けて意欲的に追究するとともに，同じ県に住む人として備前市の取り組みに誇りをもち，これからの町づくりを考えようとしている。
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【主体的】　備前市の観光客を増やす取り組みについて調べ，学習問題をもとに，これまでの学習を振り返るとともに，自分の考えをさらに深めている。
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　小単元の導入では，真庭市の北部・南部の写真から真庭市の豊かな自然をとらえ，自分たちが住む岡山市との様子の違いから，学習問題「真庭市の人々はゆたかな自然をどのように生かしてくらしているのだろう」について追究する。

　まず，北部の蒜山高原を取り上げる。蒜山高原に多くの人々が集まる施設や名所などの様子から，自然を生かしたり守ったりして観光を進める取り組みを学習する。そしてお土産にも人気の蒜山高原の特産品であるジャージー牛乳やだいこんがどのように生産されているか調べ，自然を生かして特産品をつくる取り組みを学習する。

　次に，南部の森林を取り上げる。人工林を大切に育て，生まれる木くずを無駄なく生かして森林を守り生かして取り組みを学習する。

　最後に，真庭市が取り組むバイオマスの利用とその効果を考え，真庭市の人々が協力しながら豊かな自然を生かし守るくらしを目指していることを捉え，図にまとめる活動を取り入れている。

[image: image42.jpg]



[image: image43.jpg]



	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	後　期
	３　学　期
	２　月
	ゆたかな自然が広がる真庭市　①

	・真庭市の地理的環境や観光客数について話し合い，真庭市の自然環境や産業に関心をもち，学習問題をつくり，予想や学習計画を立てることができる。
	【主体的】　豊かな自然を生している真庭市の人々のくらしについて，学習問題や予想を考えようとしている。

	
	
	
	自然を生かした観光地　①
	・蒜山高原の豊かな自然や気温の様子を調べ，観光客を呼ぶための具体的な取り組みを理解することができる。
	【知・技】　蒜山高原の観光への取り組みについて，必要な情報を集めている。

	
	
	
	自然を生かした特産物　①
	・ジャージー牛の飼育やだいこんの栽培について調べ，蒜山高原の人々が地形や気候の特徴を生かして特産物をつくっていることを理解することができる。
	【知・技】　ジャージー牛の飼育やだいこんの栽培をする理由について，教科書の資料やインタビュー等から必要な情報を集めている。

	
	
	
	森林を生かす取り組み　①
	・真庭市南部で行われている取り組みを調べることを通して，真庭市の人々が，人工林で育てたり加工したりした木材を，できるだけ無駄なく利用しようとしていることを理解することができる。
	【知・技】　真庭市の人々が，人工林で育てたり加工したりした木材を，できるだけ無駄なく利用しようとしていることを理解している。

	
	
	
	真庭市がめざすくらしの実現　①
	・真庭市の人々がめざすくらしへの取り組みについて調べ，自然を生かしたり守ったりすることと，観光や林業などの産業の発展とを関連させて考え，図に表すことができる。
	【思・判・表】　様々な取り組みと観光や林業などの産業の発展とを関連づけて考え，真庭市の人々の取り組みの意味を図に表している。
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　知識・技能に関する目標‥‥真庭市の人々が，豊かな自然を生かしたり守ったりするするくらしを目指して，協力して観光や特産品づくり，林業に取り組んでいることをパンフレット等の資料やインタビューで調べ，まとめる技能を身につけるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥真庭市の人々の自然を生かしたり守ったりする取り組みに着目し，取り組みの意味や効果を考える力や，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥真庭市の人々が豊かな自然を生かす取り組みを調べるという学習問題の解決に向けて意欲的に追究するとともに，これまでの学習を振り返り，学習したことを確かめることができるようにする。
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　本小単元は，岡山県内の特色ある地域として，国際交流に取り組む総社市を取り上げている。

　岡山県は，オーストラリアやブラジルかなどから鉄鉱石を輸入し，自動車や製鉄，石油製品を加工し，輸出する工業のつながりや，倉敷市にある美術館などには世界の有名な美術品が展示され，外国からの観光客も多いこと，岡山県の果物は世界でもたいへん人気があること，岡山県では多くの外国の人が工場等で働いていることなど，諸外国との交流がさかんである。

　総社市では，外国人の多文化共生推進員を市の人権・まちづくり課に置き，市内に住む人々や工場などで働く人々との交流活動をさかんに行っている。

　小単元における学習活動として，導入としての「外国人が多くくらす総社市」では，インターナショナルフェスティバルなどの写真や，タンさんの話から学習問題を立て，外国から日本にやってきた人のくらしや，その人々を支える市や県の取り組みとともに，岡山県と外国との交通のつながりを調べ，諸外国の国旗についての理解を深めるとともに，岡山県の特色について県をＰＲするカルタづくりを並行して行い，学習してきたことを話し合い，国際交流について自分なりの考えをもてるようにする。
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	二学期制
	三学期制
	月
	小見出し
（○数字は配当時間）
	学習のねらい
	子どもの学習状況を見取るための
チェックポイント（評価規準）

	後　期
	３　学　期
	２　月
	外国人が多くくらす総社市　①
	・総社市のインターナショナルフェスタの写真を見たり，人権・まちづくり課のタンさんの話を読んだりして，総社市に住む外国の人について関心をもち，学習問題をつくり，予想や学習計画を立てることができる。
	【主体的】　総社市では外国とどのようにつながっているのか，自分の問いをもち，進んで学習問題をつくり，予想や学習計画を立てている。

	
	
	３　月
	くらしを楽しむ　①
	・岡山県に住む外国人の人数や，外国から日本に来た人々のくらしを調べ，人々のくらしの楽しみや困っていることについて理解することができる。

	【知・技】　外国から日本に来た人々のくらしの楽しみや，実生活で困っていることついて理解している。

	
	
	
	市役所のはたらき　①
	・総社市に住む外国の人や市役所の外国の人のための取り組みを調べ，総社市は，「国籍をこえた多文化共生のまちづくり」を行っていることを理解することができる。
	【知・技】　総社市役所の外国の人のための取り組みを調べ，総社市は，「国籍をこえた多文化共生のまちづくり」を行っていることを理解している。

	
	
	
	岡山県と外国とのつながり　①
	・岡山県や県内の市町の国際交流や友好関係を結んでいる国を調べ，岡山県と外国との関わりに関心をもつことができる。
	【主体的】　外国との関わりについて関心をもち，交流関係を結んでいる国との交流について意欲的に調べている。


【思・判・表】　岡山県と外国が人やものを通してつながっていることを捉えるとともに，岡山県の特色ある地域についてカルタにまとめ，これまで学習したことを話し合っている。
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　知識・技能に関する目標‥‥県内の特色ある国際交流に取り組む地域では，いろいろな人々が市や県などとも協力し，多文化共生社会づくりにつとめていることを，地図帳や統計資料などの活用を図り，理解できるようにする。
　思考力・判断力・表現力‥‥市の多文化共生のまちづくり，県の国際交流への取り組み，県と外国との交通の関わり，人々の協力関係などに着目し，市や県の人々の諸活動と外国との交通の関わりを捉えるとともに，調べたこと表現したり，話し合ったりできるようにする。
　主体的に学習に取り組む‥‥自分たちの住んでいる県や市と外国とが人やものを通してつながっていることに関心をもち，それを意欲的に調べることを通して，外国の人々のくらしに共感し，地域社会で共生する態度を育てるようにする。
[image: image50.jpg]



[image: image51.jpg]N




全８時間


４～５月





P.6～19





わたしたちの県
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わたしたちの県





小単元「１わたしたちの県」について








小単元「１わたしたちの県」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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小単元の目標








に関する目標
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ごみのしょりと活用





小単元「１ごみのしょりと活用」について








小単元「１ごみのしょりと活用」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）





１　ごみのしょりと活用





小単元の目標
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くらしをささえる水





小単元「２くらしをささえる水」について








小単元「２くらしをささえる水」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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自然災害から命を守る





小単元「１自然災害から命を守る」について








小単元「１自然災害から命を守る」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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わたしたちのまちに残る古い建物





小単元「１わたしたちのまちに残る古い建物」について








小単元「１わたしたちのまちに残る古い建物」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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わたしたちのまちに伝わる祭り





小単元「２わたしたちのまちに伝わる祭り」について








小単元「２わたしたちのまちに伝わる祭り」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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原野に水を引く





小単元「１原野に水を引く」について








小単元「１原野に水を引く」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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伝統的な工業がさかんな地いき





小単元「１伝統的な工業がさかんな地いき」について








小単元「１伝統的な工業がさかんな地いき」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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土地の特色を生かした地いき





小単元「２土地の特色を生かした地いき」について








小単元「２土地の特色を生かした地いき」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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小単元「３世界とつながる地いき」について








小単元「３世界とつながる地いき」の本時のねらいと子どもの学習状況を見取るためのチェックポイント（評価規準）
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